
　町には一般会計のほか、５つの特別会計と２つの企業会計
があります。

区　　　分 令和３年度予算額 対前年度増減額 増  減  率

特
別
会
計

学校給食事業 １億２, ５６２万円 ４６８万円 ３. ９％
国民健康保険事業 １８億５, ５８２万円 ５, ５６８万円 ３. １％
住宅新築資金等貸付事業 ２１０万円 ▲１４万円 ▲６. ４％
介護保険事業 １５億２, ５６０万円 ９, ０１４万円 ６. ３％
後期高齢者医療事業 ２億１, ５８４万円 １, １１６万円 ５. ４％

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収入 ４億３, ５９９万円 ▲１４６万円 ▲０. ３％
収益的支出 ４億２, ８１９万円 ▲８０万円 ▲０. ２％
資本的収入 ４, ４４０万円 ▲６, ９９８万円 ▲６１. ２％
資本的支出 １億５, ３４２万円 ▲６, １９５万円 ▲２８. ８％

下
水
道
事
業

収益的収入 ５億１, ４１９万円 ▲２, ００５万円 ▲３. ８％
収益的支出 ４億８, ６３９万円 ▲２, ９３３万円 ▲５. ７％
資本的収入 ２億８, ８８４万円 ▲１億　  ５３３万円 ▲２６. ７％
資本的支出 ３億９, ３８５万円 ▲１億４, ４７４万円 ▲２６. ９％

令和３年度 特別会計当初予算

ここにも注目　令和３年度の主な事業

町制施行３０周年記念式典・・・・・４１０万円
　町制施行後の３０年を振り返るとともに、町の
将来を展望する契機として式典などを執り行う。

タクシー運賃等助成事業・・・・・・１６５万円
　令和２年度から、福祉タクシー制度と統合され
た。交通弱者の利便性の向上や在宅の障害者・高
齢者などの通院補助による福祉増進に寄与してい
る。

証明書等自動交付サービス
（コンビニ等交付サービス）・・・・・２４５万円
　マイナンバーカードを利用して、住民票の写し
や印鑑登録証明書などを、全国のコンビニなどで
取得できるようにする。

医療費無料化事業・・・・・２億１, １３０万円
　１５歳までの子どもなどに医療費負担分を公費で
負担する。令和３年度から新たに、高校生世代まで
の年齢に対する子どもの入院費無償化を実施する。

学童クラブ管理業務・・・・・・・３, ６０５万円
　社会福祉協議会を指定管理者として実施してい
る。受け入れ児童を増やすため、令和３年度から
「駒寄第４学童クラブ」の運営を学校法人栗原学
園が実施する。

排水路開
かい

渠
きょ

化
か

事業（小規模農村整備事業）
・・・・・・１, ３８７万円

　大久保地区の五郎平太橋付近の旧中群馬用水
路の、民有地内からの布設替えと、開渠化（埋設
管を側溝に更新）を実施する。

小規模事業者販路開拓等支援補助金事業
・・・・・・３００万円

　販路拡大などに取り組む町内の小規模事業者に
対し、広報や展示会などの出展経費の２分の１（上
限３０万円）を助成する。

橋
きょうりょう

梁定期点検業務・・・・・・・１, １００万円
　町が管理する１３２橋の定期点検（２巡目）を、
令和３年度から令和５年度にかけて実施する。

都市計画道路見直し検討業務・・・・６２３万円
　都市計画道路の「必要性及び妥当性を検証」し、
計画を見直す。見直しにあたっては「都市計画ガ
イドライン（都市計画道路の見直し編）」を基に
実施する。

明小駐車場整備事業・・・・・・・・９０１万円
　児童数の増加に伴って増員となった学校教職員
や、学校行事などで来校する関係者が利用する駐
車場を確保する。

（万円未満は四捨五入）

4

定
例
会

請
願 

他

町
長
施
政
方
針

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会 

他



委員会発議

請願・陳情の審議・審査結果

件　　名 提出者 結　果

発委
第１号

安全・安心の医療・介護体制を確立し国民のいのちと健康
を守るための意見書

文教厚生常任委員会
委員長　小池　春雄

可決
賛成11　反対1

件　　名 要　旨 提出者・紹介議員 委員会結果 本会議結果

令和２年
請願第１号

県有施設「群馬県ライフル射
撃場」廃止の中止を求める請
願

「群馬県ライフル射撃場」（榛東村）
廃止の中止を求める意見書の、県
への提出を求めるもの。

群馬県ライフル射撃協会
会長　岡田　榮三

紹介議員：小池　春雄
趣旨採択 趣旨採択

令和２年
陳情第１号

父母による子どもの共同養育
に関する陳情

離婚後単独親権制の改正と子ども
の共同養育制度を求める意見書
の、国への提出を求めるもの。

ぐんま子ども愛育の会
会長　猪熊　篤史 継続審査 継続審査

請願第１号
安全・安心の医療・介護体制
を確立し国民のいのちと健康
を守るための請願

新たな感染病拡大などにも対応で
きるよう、施策の拡充を求める意
見書の、国への提出を求めるもの。

群馬県医療労働組合連合会
中央執行委員長　石関　貞夫

紹介議員：平形　薫
一部採択 一部採択

陳情第１号
「最低賃金の改善と中小企業
支援の拡充を求める意見書」
の採択を求める陳情

最低賃金の引き上げと中小企業支
援の抜本的拡充を求める意見書
の、国への提出を求めるもの。

群馬県労働組合会議
議長　五十嵐　弘幸 趣旨採択 趣旨採択

意
見
書
の
要
望
内
容

１
．
今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
新
た
な
感
染
症
拡
大
な
ど
の
事
態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
分
野
に
十
分
な
財
源
確
保
を
行
う
こ
と
。

２
．
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
医
師
・
看
護
師
・

医
療
技
術
職
・
介
護
職
等
を
大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
。

３
．
保
健
所
の
増
設
、
保
健
師
な
ど
の
増
員
を
は
じ
め
公
衆
衛
生
行
政
の
拡
充
を
図

る
こ
と
。
ウ
イ
ル
ス
研
究
、
検
査
・
検
疫
な
ど
に
必
要
な
体
制
な
ど
を
強
化
・
拡
充

す
る
こ
と
。

〇
趣
旨
採
択
・
一
部
採
択

　
趣
旨
採
択
は
、
願
意
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
で
き
る
が
、
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持

て
な
い
場
合
に
、「
趣
旨
に
つ
い
て
は
賛
成
」
と
す
る
こ
と
。

　
一
部
採
択
は
、
一
つ
の
請
願
・
採
択
の
う
ち
、
一
部
の
項
目
ま
た
は
部
分
を
採
択
す

る
こ
と
。

!
こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

委
員
会
発
議
へ
の

反
対
討
論

葊
嶋
　
隆 

議
員

　
昨
年
12
月
議
会
で
不
採

択
の
陳
情
と
、
全
く
同
じ

内
容
の
請
願
に
つ
い
て
、

委
員
会
審
査
で
は
、
請
願

事
項
が
２
項
目
削
除
さ

れ
、一
部
採
択
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
発
委
第
１
号

の
要
望
３
項
目
に
対
し
て

は
、
国
や
県
が
見
直
し
や

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
は
医
療
機
関
の

感
染
拡
大
防
止
策
や
、
診

療
体
制
確
保
な
ど
に
要
す

る
費
用
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
県
は
コ
ロ

ナ
対
応
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
準
備
に
携
わ
る
職
員
を

35
人
増
や
し
体
制
を
強
化

し
、
県
内
10
カ
所
の
保
健

所
の
人
員
を
15
人
増
員
し

て
い
る
。

　
一
度
不
採
択
と
な
っ
た

要
望
事
項
は
満
た
さ
れ
て

お
り
、
改
め
て
、
こ
の
要

望
事
項
に
よ
る
意
見
書
の

提
出
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
反
対
す
る
。
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